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各種記念日

ニコニコＢＯＸ

会長報告

１．休会のお知らせ
　　次週８月１６日（火）はクラブ指定休会です。
８月２３日（火）は振替休会となっておりま
すので、お間違えのないようお願い致します。
又、８月１５日～１８日迄事務局のお盆休み
となります。８月１９日（金）より通常業務と
なりますので宜しくお願い致します。

２．ポリオ募金のお願い
　　お一人様 100円をお願い致します。

１．８月２５日（木）に開催されます、３ＲＣ合同
例会について、集合時間が決定しましたので
お知らせします。タクシーを利用されます会
員の方は、17：00にホテルサンルート室蘭
にお集まり下さい。また、直接お越しの会員
の方は、受付が 17：30 となっております
ので宜しくお願い致します。

２．ワンコインニコニコＢＯＸについて、今年度
も継続することと致しました。尚、金額の報
告は月に１度致します。

幹事報告

出席報告

会員数
出席率

42名
64.29％

出席者数
欠席者数

27名
15名

藤井徹也（マレーシアからの研修生、３日間頑張りました！）
廣瀬　禎（９グループ内のお遍路（クラブ訪問）して来ました）
馬場直志（誕生記念日として）
菅原正明（ワンコイン復活しました。皆様よろしくお願いします）
菅原悦子（ワンコイン復活しました。皆様よろしくお願いします）
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●７月は○○○○月間です。
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2016～2017年度　国際ロータリーテーマ

ROTARY SERVING HUMANITY
　「人類に奉仕するロータリー」
　　　　2016～2017年度 ＲＩ会長　ジョンF. ジャーム

室蘭北ロータリークラブ会報

誕生記念日　荒谷　信幸 会員　８月９日

本日のプログラム 前回例会の報告

次回の予定プログラム

第2153回（8月9日）例会記録

人類に
奉仕する
ロータリー

室蘭岳

本日献立 中華ランチ（冷やし担々麺、デザート）

株式会社ハシモト　代表取締役会長
一般社団法人全国牛乳流通改善協会　会長

橋本　正敏 様
クラブ管理運営委員会

洋食ランチ（チキンマレンゴ風、ライス、
スープ、サラダ、ケーキ）

赤崎　幸三 会員
クラブ管理運営委員会

次週献立予定

卓話『老人介護施設の
　　　　入所から退所について』

卓話『生活習慣病予防に毎日1本の
　　生活習慣づくり、始めませんか？』

※例会終了後、定例理事会を開催致します。

誕生記念日　猪俣　英二 会員　８月９日

誕生記念日　三村　博通 会員　８月14日



今週のロータリー用語

クラブ広報委員会

●ＲＩ国際大会（RI Convention）
　全てのロータリアンとそのゲストに開かれている
年次国際会合。
●ＲＩテーマ（RI theme）
　会長から、毎年、発表されるロータリーのメッセー
ジ。このテーマは、ロータリー年度を通じて奉仕活動
の方向づけとなる。
●ＲＩのロータリー財団（The Rotary Founda-
tion of RI）
　寄付を受け、それに基づきロータリー・クラブと地
区を通じて実施される承認された人道的・教育的活
動の支援のために資金を提供する非営利法人。
●インターアクト（Interact）
　奉仕と国際理解の推進に献身する若い人のため
にロータリー・クラブが提唱するクラブ。年齢12歳か
ら18歳の学生が入会できる。

●会員増強（membership development）
　会員の増加を奨励する数段階の過程。新会員の
勧誘、現会員の維持、新クラブの結成（拡大）の３つ
の中核的要素から成る。
●会長エレクト研修セミナー（presients-elect 
training seminer = PETS）
　クラブ会長エレクトのために毎年実施される研修。
●ガバナー月信（governor’s monthly letter）
　地区内の各クラブの会長と幹事に対して毎月ガバ
ナーから発行される通信物。月次出席報告を含む、
特に関心の高い重要事項が記載されている。
●ガバナー補佐（assistant governor）
　ＲＩ理事会の方針に従い、地区ガバナーにより任
命され、担当する地域内で指定されたクラブのクラ
ブ運営に関連する管理業務に関してガバナーの補
佐するロータリアン。

前回例会のプログラム

卓話『2016年調剤報酬について』

赤崎　幸三 会員
クラブ管理運営委員会

　今日、お話しすることは、大きく分けて２点。１つめは
「かかりつけ薬剤師」、２つ目は「後発品とお薬手帳」に
ついて。
　昨今の医療費・介護費用は国家予算を大きく占める
までなっています。高齢化が主な要因と思われます。国は医療費などを抑えるために、医療費の無駄、つ
まり医薬品の適正使用や薬剤師の業務の適正化を図ろうとしています。
　「かかりつけ薬剤師」とは、患者さんが薬剤師と契約し、その患者さんの医療、とりわけ医薬品に関する
ことについて一元管理できるようにすることです。２４時間の相談体制や在宅対応、その他患者さんの
安全安心を確保する業務を行います。

　「後発品」に使用について、安価で使用できる点にメ
リットがあります。同じ成分で、同じ効能効果であれば、
後発品にするべきです。また、お薬手帳は、その患者さ
んの多科受診した際、飲み合わせや重複投薬の防止な
どができます。薬局に行ったとき、お薬手帳を出すと、
少し料金が安くなります。
　このように、大きな国の目標は医療費を削減するこ
と、無駄を省くこと。患者さんは、安全安心な医療サー
ビルを受けられるように、常にお薬手帳を持参し、受診
してほしいと思います。また、無駄にならないように、
ご自宅にある服用しない医薬品は、袋に入れ薬局に持
参し、処分してもらようお願いします。


